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「ユビキタスアプリケーションを支えるツーjレキットJ(全4固)

第2回� OpenCVを利用した手軽な画像処理

関西学院大学理工学部

l.はじめに 

Phidgetsにヲ|き続いて今回は画像処理ライブラリ� OpenCV

を紹介する。ユピキタスコンビューテイングのためのアプ

リケーションを作る際にUSBカメラなどからの映像入力や

映像ファイルを扱いたいということがあるだろう。OpenCV

は代表的な画像処理をライブラリ化したものであり、上記

のような場合にアプリケーションに画像処理機能を簡単に

追加することができる。� 

OpenCVはIntelが開発した画像処理・コンピュータビ

ジョン用ライブラリで、フリーで公開・配付されている。

長らく「ベータ版」という位置づけであったが、� 2006年� 10

月に正式版としてOpenCVl.Oがリリースされ、[1JからWin-

dows版とLinux版が入手可能である。� OpenCVをインス

トールすると正式版のリファレンスマニュアルも同時にイ

ンストールされ、WebブPラウザから参照可能となる。また、

日本語の解説書[2]の制作チームが中心となって、ボ、ラン

テイアベースで日本語訳版リファレンスマニュアルが構築

されつつある [3]。このサイトにはOpenCVに備えられた関

数群を本格的に使用したサンプルコードとその解説も準備

されているのでぜひ参照されたい。� 

2.構成と動作属境� 

OpenCVには� 500もの関数が含まれており、画像処理を

効率よく行うプログラムを書くことができる。� OpenCVは

次の4つのモジュールから構成されている。� 

CXCORE 	 OpenCVで扱うデータ構造(基本構造体)の定

義、画像データや基本的なデータの操作関数

(画像同士の演算処理や変換処理、コピーなど) 

が用意されている。

CV 	 画像処理、コンピュータピジョン、パターン

認識に必要な様々な関数が実装されている。

画像処理(ImageProoεssing):エッジ抽出、色変

換、ヒストグラムなど基本的な画像処理関数群

構造解析� (StructuralAnalysis) 輪郭や矩形領

域抽出など構造解析関数群

モーション解析と対象追跡� (MotionAnalysis副� 

Obj巳ctTracking) :オプテイカルフローやカルマ

ンフィルタなど動作解析・推定、対象追跡のた

めの関数群

パターン認識� (PatternRecognition) :物体検出

なと寺パターン認識関数群

カメラ校正と� 3次元再構成� (Cam巳raCalibration 

and 3D Reconstruction) :カメラキャリブFレー

ション、姿勢推定、エピポーラ幾何

機械学習� K最近傍や� SVMなど、データの分類や回帰、

クラスタリングに必要な関数とクラスをまと

めたものである。� 

HighGUI ウインドウ作成や画像表示、トラックノfーへ

の対応など簡単な� GUI、ファイルやカメラか

らの画像・ピデオ入出力などの機能が提供さ

れる。

配布サイト� [1]では� Windows版とLinux版が提供されてい

る。本稿で、は、Windows環境� (Windows2000以降)、� Microsoft 

Visual C++ (2005以降)を前提に解説するが、� OpenCVは

マルチプラットフォームのライブラリとして開発されてお

り、一部の機能を除いてほとんどの環境でソースE換であ

る*10 OpenCVに用意されているシンボルには次のような

規則で接頭辞が付与されている。

関数接頭辞“cv"

構造体・クラス 接頭辞“Cv"

定数・マクロ 接頭辞‘'CV一"

また、ほとんどの関数名は“cvく操作><操作対象>"と

いう命名規則に従っている判。更に、関数の引数は“く入力

><出力><オプションパラメータ・フラグ>"という順に並

んでいる。これらの規則により、慣れると知らない関数で

もおおよその仕様を想像できる。また、多くのオプション

やフラグにはデフォルト値が与えられており、デフォルト

を使用する際はそれらの引数を省略して記述できる。� 

3.インストールと設定� 

3.1 OpenCVのインス卜� -Jレ� 

Windows版のOpenCVは配布サイト[l]にインストール用

のバイナリが用意されている判。上記のSorceForgeサイト

のopencv-winパッケージから最新のバイナリ(本稿執筆時

点で、はOpenCV_l.O.exe)をダウンロードして実行し、いく

つかの質問に答えればあっけなくインストールされる。デ

フォルトのインストールフォルダは� C:¥ProgramFil巳S¥

ホ� 1Windows環境においても� cygwm上での開発も可能である[51が、� 
MicrosoftiJ鳴供する� VisualC++ Express Edition[61でも句enCV
ベースのアプリケーションがフリーで開発可能となっている

・更にく修飾子〉が末尾に付与される関数もある。2

判配布サイト[11のopencv-docパッケージ、にLinux版のインストール
方法やサンプルコードを記した資料や、解説プレゼン資料が用
意されている。� 
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OpenCVであり、� dIl等のパイナリ、開発用ライブラリや

ヘッダファイル、マニュアル類、ソースコ…ド、サンプル

プログラムとその実行ファイルなどの一切がインストール

フォルダ以下� 

3.2 PATHの設支をと量作確認

システム変数PATHの設定を見て� C:¥ProgramFiles¥ 

OpenCv¥binが協力日されていることを確認する。追加され

ていなければ手動で追加する。この状態で� C:¥Program 

Files¥OpenCV¥samples¥cにあるサンプルプログラムが実

行できればインストール成功であるのでいくつか実行して

動作確認するとよい。f7Uえば、� demhist.exeは関像ブアイル

のヒストグラムを表不するプログラムである。� brightness

とc∞trastのスライドパーを操作することによりとストグ

ラムも変化する。偽記detectはカメラから入力される動画を

リアルタイム処思して、� Ad昌boostl41によって予め学習した

識別器により顔合検出するサンプルプログラムである。� 

DirectShowに対応したカメラ判をPCに接統して利用する。

サンプルディレクトリにある� facedetect.cmdというパッチ

ファイルをダブルクリックすると、� OpenCVに向梱されて

いる予め学潜させた辞書を用いる設定で� facedeteetが起動

される。ぬced説記ctを実行するとウインドウが開いてカメラ

入力菌像が表示され、顔らしき領域を検出すると赤い枠が

重愛される。このサンフ")vが動作すればOpe担CVが正常に

インスト…Jレされ、接続したカメラからの入力画像を処理

できる状態であることが確認できる。� 

3.3 開発環境の設定� 

Op宕nCVインスト…ル後に� l密だけ行う。� 

3.3.1 ヘッダファイんのパス� 

. Microsoft Visual Studioを立ち 「ツールJ-r寸ブ

シ設ンjメニューを聞く� O

ジェクト及びソリューシ況ンJ-rVC++ディレ

クトリ� jタブを開く。

イレクトリを表示するプロジェクト� (S)Jで{イン

クルードファイルjを選択し、以下を追加。� 

C:¥於ogr慾nFiIes¥Op笹口CV¥cv¥include 

C:¥怜� ogramFiIes¥OpenCV¥cv証話X¥include 

C:¥Program Files¥OpenCV¥cxcore¥include 

C:¥針。F滋nFiIes¥Op母nCV¥otherlibs¥highgui 

C:¥針。gramFiIes¥OpenCV'¥otherlibs¥cvcam¥include 

3.3.2 ライブラリファイルのパスの追加

-高官節とi奇様のメニューで、「ディレクトりを表示するブ

ロジェクト� (S)Jで?ライブラリファイ� jりを選訳し、

弘下を追加する C 

C:¥Program Files¥OpenCV¥lib 

4.盤本的拡使用方法� 

4.1 	 ブ口ジェクトの作成� 

Microsoft Visual Studioでは「プロジェクトj会単位とし� 
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て作成アプlJケーションを管理する。新しいOpenCVアプ

リケーションを作成したい場合にはまず下記の手順でプロ

ジェクト会イ乍成する。

r ジェクトjメニューァイルJ-新農作成j

2. Iプロジェクトの麓類jでWin32を選択し、� rW汲32コ

ンソ…ルアプリケーションjのテンプレートを選択。� 

3. ブロジェクト名を入力(プロジェクト名は最終的に

怒れる� exeファイルの名前になる)。� 

4. リンクするライブラリを追加。

ジェクト� (p)Jーや�  μ料のプロパティ� (p)J→ 

「構成プロパティ� j→� fリンカJ→� f入力jを選択。� 

ri皐擦の依存ファイ� )vJにリンクが必要なライブ

ラりを追加する〈構成タブを{すべての構法jとし

ておくとデバッグーリリ…スモードの爵方が一度に

変車両I能)。典型的には下記が追加される O 

cv.lib 

cxcore.lib 

. cvcam.lib(カメラを税用しないプログラムでは不動� 

• 	highgui.lib (麗像表不などのGUIを{吏用しないプロ

グラムでは不要〉� 

5. _tmainOをmain鵠数としてプログラムを作成。

ここで、� _tmainOでコマンドラインからのきj数(argv)

の解釈を行う場合、� fブロジェクト� (p)J→内料め

プロパテイ� (P)J→「構成プロパティ」→[全般J叩

「文字セット」で「マルチバイト文字セットを使用す

る」を選択する。� 

4.2 プログラムの識御婿滋� 

r:gJlに、カメラからの入力きそ� 1フレームずつキャブチャし

て漆次処売を行うプログラムのメインルーチンの典翠鍔を本

(各プログラムに特有の処理は鶴蔽しである〉。このブロ

グラムの一回知的関数は次の� 3つのパートに分かれている。

1.初期化部:キャブチャデバイスの初期化を行うと共

に、プログラム特有の初期化処理を行う� lnitProcess()

関数を呼び出すの� 

2. フレーム処理)v…ブ:キーボードから瓦'という文

学が入力されるまマ、次のフレームの罷橡を:f-ャブ

チャし、 その醗f撃をプログラム特有の処理を持う

謂数� ProcessFrame()にj度して処理する。すなわち、� 

P悶巴ssFr制� leOはlフレームキャプチャおれる毎に呼

び出される。� 

3.終了処理部.ネャブチャデバイスの解放を行うと

プログラム特有の終了処理を行う跨鮎革i断側斜角呼

び出す。

川本稿では以降、デフォルトの� C:¥PrOgT腕� Files¥OpenCVをイ
ンストールブ分ルダとして記述するので適笈読み祭えていた
だきたい。

電� 5 PCショッ しているUSBカメラは大抵対応し
ている。
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以下、本プログラムを例にとり動画像入力の基本的な取

り扱い方を解説する。� 

4.3 ヘッダファイルの指定

図� 1のプログラムは� OpenCVが提供する� 2つのヘッダ

ファイルを読み込んでいる。� OpenCVを用いたプログラム

を書くには、� OpenCVに収められた関数や各種構造体の宣

言が収められているcv.hを必ずincludeする必要がある。ま

た、� OpenCVが提供する� GUIツール群や、画像の読み込み・

保存といった機能を利用するにはhighgui.hを読み込むこと

になる。� 

4.4 カメラ/動画ファイルからのキャプチャの準備� 

OpenCVではカメラや動画ファイルからの取り込みをサ

ポートする� cvCapture関数群が用意されており、動画入力

をリアルタイム処理して動作するプログラムを簡単に作成

できる。いわゆるWebカメラとして販売されている安価な� 

USBカメラは(大抵の場合)メーカーまたは� Microsoftか

ら提供されるドライパがインストールされ、[コントロー� 

#include "stdafx.h" 

#include <cv.h> 

#include <highgui.h> 

int _tmain(int argc，_TCHAR* argv[]) 

CvCapture *capture 0; 

Ipl工mage*image =0; 

//キャプチャデバイス(カメラ)の初期化 

if (! (capture=cVCreateCameraCapture(O))) 

return -工;

//初期化処理:バッファ領域確保等

工nitProcess(); 


// 'q' が押されるまで繰り返す
 
int nCount 0; 

while (cvWaitKey(工0) != 'q') 


//キャプチャ 
if (! (image=cvQueryFrame(capture))) 

break; 

//入力フレーム画像の処理
 
ProcessFrame(image，nCount); 

nCount++; 


//終了処理:バッファ領域解放，ウインドウ消去等
 
ExitProcess(image); 

//画像領域解放 (imageは解放しなくてよい)

//カメラデバイス解放
 
cvReleaseCapture(&capture) 

return 0; 


図1 典型的なカメラ入力の逐次処理プログラム

ルパネル]- [テーパイスマネージャ]上で「イメージング

デバイス」として見えていれば、下記のデフォルト設定で

使用することができる。動画像を扱うプログラムを記述す

る際には準備のためにCvCapture構造体制を初期化する必

要がある。初期化は下記のように行う。� 

CvCapture合� capture; 

capture cvCreateCameraCapture(O); 

cvCreateCameraCapture()はOpenCV内でのキャプチヤデ

バイスとしてのカメラを初期化する関数で、引数はカメラ

のインデックスを表している。� Oを指定した場合は自動で、

使用可能なカメラを判断する。カメラが複数ある場合はこ

の引数を変えて指定することになるが、ここではカメラが� 

1台の場合に限定して割愛することとする。なお、接続可

能なデバイスがない場合cvCreateCameraCapture()はNULL

を返す。

動画� (AVI)ファイルからの入力は、初期化において 

cvCreateCameraCapture()のかわりにcvCreateFileCaptureOを

呼び出し� 

CvCapture合� capture; 

capture cvCreateFileCapture("ファイル名")

とするだけでプログラムの他の部分はそのままで、カメラ

入力処理のプログラムを動画ファイルから画像を読み込ん

で処理するプログラムとすることができる。� 

4.5 キャプチャ処理

キャプチャテーパイス(前項で取得した� CvC印刷e構造体)

が有効な問、カメラや動画ファイルからフレーム(I枚の画

像)を取り込むことができる。この処理にはcvQueryFrame()

を呼び出す。

工pllmage合� image; 

image cvQueryFrame(capture); 

この関数が呼び出されるとカメラ又はAVIファイルから画

像が1枚取り込まれ、� IplImage構造体制へのホ。インタが返さ

れる。ここで、返ってくる画像� (IplImage構造体)はデバイス

の初期化関数(cvCaptureFromCAMO又はcvCaptureFromAVI()) 

の内部で確保されているので、プログラムの途中で解放し

てはならない。また、この返り値がNULLだと、� AVIファ

イルが対象の場合ファイルの最後のフレームまで処理され

た後であることになり、カメラ入力が対象の場合は何らか

の原因でカメラと切断されたことになるので終了処理を行

う必要がある。� 

*6 カメラやキャプチャカード等の情報を格納する構造体だが、
中身を知らなくてもおおむね問題はない。

車� 7IplImage構造体については次節で詳説する。� 
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4.6 終了処謙� int x，y; 
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5.讃操データの鍛り語以� 

5.1 髄像データ表現と醤素アクセス� 

OpenCVを使用する上で最も基本鈴なデータ構造が1枚/�  

1フレ…ムの翻像を格納する構造体IplImag己である。ファ

イルやカメラの入出力、� CVモジュールの利用などはこの

構造体(へのポインタ)を介して行う。� IplImage構造体の

主要メンバは下記である。� 

typedef struct _Ipllma伊{ 
  

int nChannels; //媛像のチャンネル数
 

// Op叩仰のほとんどの関数が、� 1，2，3 


//および4チャンネルをサポートする
 

int depth; //ピク-t:ルの色深度
 

int width; //画像の繍
 

int height; //爾後の高さ
 

int imageSize; //官級後サイズ
 

char *imageData; //磁{象データ本体
 

int官� idthStep; //エ行のバイト数


//あとは省略…


}工pllmage;


これらのメンバを患いて麗識の名富素に車接アクセスで

きる。!部象データはimageD係議というメンバ(…次元配列)

に絞められており、鹿標� (x，y)の画素があるメそりの先

アドレスは下記の式で討箆できる。� 

typedef unsigned char BYTE; 


inline BYTE合� G号tPixelPtr(工pl工mage 合� image，
 

int x，int y) 


return (BYTE*) (im品ge側� >imageData
 

+ y image->官� idthStep会� 

や� X 合J.mageω>nChannels); 

メンバwid血Stepにはiライン分のバイト数が格納されてい

る。メンノ句。1鉛� neおは閥復の色チャネ)v数であり、グレイ

スケー)v画像〈議決磁像}や白黒二億頭像では副総務elsの

僚がし� RGBカラー頭綾マは3である。メンバd阜pthがぜク

-t)レの表現形式であるが、たいていの可視岡龍は 

IPL_DEPIl-UU (8bit符号なし整数)を用いる'にこのため

濃淡岡像や白黒ニ健闘像では� 11函素あたり� lバイト、� RGBカ

ラー画龍はl画素あたり� 3バイトがイ吏用されている。OpenCV

では通常、RGBカラ…磁像は上記で計算されたアドレスから

青色議分{彰、緩急成分� (G)、赤色成分後)の;穏に並んで

いる判。梶えば静止画像ブアイルを読み込み、各画素を取り

出して処理するプログラムは典型的には下記のようになる。� 

if (image潟 cvLoadlmage(" ファイル~"、 1) )( 


//与えられたファイル名の蘭像を読み込む
 

for (y=O; y < i磁age->h告ight; y++) { 


for (x悠合� X <: i蕊age->width; x++) { 

pixel 忽� GetPixelPtr(image，x，y); 

if (image->nChannels ぉ� 1) { 

//グレイスケール両{象(ish炎蘭f象)や

二億画像などの� lチャネル樹像� 

1 叙� *pixel;

//変数11ま座標� (x，y)の爵棄の輝度優

…ここに処理を記述…� 

if (image->nChannels 3) { 

//カラー画像:日， G，肢の}I僚にその画棄の

//色成分{査が入っている 

b pixel[O]; //務色成分を取り出す

/緩急成分を取り出す1; / [エpixel匁芯

主罵�  pixel[2]; //赤色成分を取り泌す

//変数r. g，bl立高長線� (x，y)の属議長の

//各色成分の値

…ここに処理を記述…� 

cvlミelease工mage(品工mage); 

//ファイル読み込み時に綴保した画像データを開放

ここで、� IplImage構造体の闘像データ領域加ageDataは文

字列恕徐被符号あり整数)として宣言されているが、

タはたいていの場合8bit符号なし整数として扱う

べきである判。ことに注意する必要がある。不用意に文字轄

としてアクセスすると演算や比較の際に符号がらみのパグ

に悩まされる原因となるので、上記のように� BYTE 

(unsignedchar、8bit符号なし)現を定義し、キャストしてか

らアクセスすることを按奨する。また、画素値同二七の加算� 

08IPLはO開� lCVのベ}スとなったライブラ']ln紙討議意書PIlX総説ng 

U蜘湖yの略である� より細かい操作カ主必要な場合はインストーG

jレするとよいoIPLは既に公式公開が終了しており、ミラーサイ
トhUp:/jwww.cvmt.dk/11I叫ma併sfms凶νIPL/からインストールバイ
ナリとマニュアルが入手可能である。

付句党nCVではBGRがデフォルトであるのに対し、伺じく脚光を
浴びているARToolkit1立件恕nGLのフオ}マットに準拠しRGB

綴がデフォルトであるため、併用するには変換処獲が必要で
ある。� 

*10前述のようにメンバdepthの儀に依存する。� 
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8bit変数のままでは容易に新議れが発

タの演算を仔う際には桁溢れの可龍性に

しむllSign吋録。はやむnsignedint、さらにはdouble翠の変

数を場合にじて使い分けたい。

前述のように減像デ…タ(jrnageData) は一次元哲三発と

されており、ポインタ変数を用いて画素データに

宮支援アクセスすることができる。鱒えぜ静止画寵ファイル

グレイスケール画像に変換して保存するブロ

ようになる本日。� 

int x，y; 


Ipllmage* imag暗� J


工pllmage*imgGray=O; 


char *loadFileNarr開;
 

char *sav世� Fil倍Name;
 

if (imag骨盤cvLoadlmage(loadFileName，� 

CV_LOAD_lMAGE_服� YCOLOR)) { 

imgGr晶y cvCre品乞母� Imag告� (cvGetSize(image)

， IPL D翠PTH8む，エ); 

BYT宰合� srcpixel 恕� (BYヲケ窓*)image->imageData; 

BYT霊安� d器tpiχel 芯� (BYTE*) imgGr品yω>im昌geData; 

>height; y++) 告側9商品ir '" yむfor (y=

王or (x=O; x >width; x++) image附� '" 

if(エmage司� >nChannel器 1)包おお� 

//→ぞのまま勝手軽{護者とコピ… 

*dstPixel *srcPixel; 

dstPixel++; 

srcPixel+φ//ポインタ更新� 

if (image->nChannel沼山�  3) { 

*dstpixel 罵� ((*srcPixel)>>2) 

φ{ {* (諮rcPixel+1))>>1) 

+ {{* (srcPix恐1φ2))>>2); 

//グレイスケ} 

/ / B:G:R=1:2:1のよとで混合し

//濃淡密後f/)対応、緩擦に絡終� 

dstPixel++; 


srcPixel+=3; 


//ポインタ更新 

cvSave工mage(saveFileName，imgGray); 


//濃淡画像をファイルに保存
 

cvRelease工mage(&image) ; 


//ファイル読み込みま寺に篠保された領域を関放
 

cvR母lease工mage(&imgGray); 


//グレイスケー}v用に確保した領域会問放
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峡鷺ではなく� 1枚の画像データのファイルからの読み込み、

また保容のための関数がcvLoadImage()とcvSaveImage()で議う

る。� cvい訴訟滋勾担。;まJPegやおを?などの主要なブォ…マット

の間像ブァイルから画像データを読み込み、� Ip盗nage構造体

へのポインタ会返す。第2引数は読み込みの際のフォーマッ

トを指定するためのフラグであり、グレイスケールで読み込

む場合はCV_WAD_側� AGE_GRAYSC且£を、カラーで読み

込む場合はCV_IβA札制AGE_IωωRを、入力ファイルの

ままにしておく場合は CV_ωIAD一則AGE~釧Y印凶R を指

定する。� cvじ刷版lageOは画像データを収める領域を確保して

返すため、利用しなくなった領域はcvRe1伺� seImageOを呼ぴ、出

して解放寸る必擦がある。� 

5.2 踊像の作成と変換

画像データの謀殺を説暁するために前節では画像データ

に藍接アクセスする方法を記述したが、� OpenCVには画像

処理のための多くの機能がOpenCVには関数として用意さ

れている。下記はカラ…簡像ブァイ� }v“irnage3olor.jpg"を

読み込み、グレイスケ…)v部像に変換して“irnage.....gray.jpg"

に諜存するという処壊であるc

工pl工mage 会� i開age，*i開gGray; 

im昌g母� cvLoadlmage( "im品ge_color.jpg"， 

CV LOAD lMAGE ANYCOLOR) ; 

imgGray cvCreate工mage(cvGetSize(image)，

工PLDEAPTH 8U，1); 

// I司じサイズの濃淡闘像領域安確保� 

CV_BGR2GRAY);，imgGray担，cvCvtColor(imag

//濃淡蘭像に変換
 

cvSavelmage (" image_gray. jpg"，imgGray); 


cvRelease工mage(&imag母); 


//読み込み時に確保された綴淡を際放 

cvReleaselmage{&imgGray); 

//作成した画像祭滅令関放 

OpenCVでは主要像に対する処理や変換惑とうために画像額

域(IplImag討を作成することができる。そのための関数が� 

cvCr槌もeImageOであるc前壊のプログラム慨にも記述がある

が、作成した画像はプログラム終了までに� cvRelease知器底的

を呼びだして解設する必要がある。読み込んだ爾像ファイ

ルと開じサイズ{幅と高さ)の画像領域を作成するために� 

cvCre韮telrnageOの第� 151数に仰GetSize (irnage) と

して、変数� irnageの幅と高さをそのままらえている� o 

cvCreatelrnageOの第251数は作成する閥像の色深度� (d叩� th)

で、チャネルあたり� o~ 255の� 256階調を意味する� 

IPL_DEAPTH_8むを与えている。更に、第� 351数にチャネ� 

Jレ数� lを示すことで、� 1チャネル� 256階識のグレイスケ� 

Jレ画像領域が作成される。� cvCvtColorOは覇像の私設穏を

変換する関数で、多種多様な変換が4テポートされている� 

*11変数10畠dF証eName、saveFileNan廷にはま主に{療が与えられ
ているとする。� 
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マスク処理の様子(隈に� imgFram図2 imgMaskHigh，imgMaskLow、imgMa:除、� imgSkin、ラベリング総巣の可視化、母、� 

凸怨11::綜菜、頭領域の修飾結果}

第 351数に与える定数{一般形は� CV_lsrc_ωlor_space ]2 

[dsCcolocspace]) により変換方法が指定できる� 例え11、O

上のコードで使われている� CV_BGR2GRA Yは、� BGRカ

ラ…画f象をむ浪人Y、すなわちグレイスケール鰯f象(護淡画

像)に変換する。� 

6.醤撒処盟関数合鞄鰐� 

OpenCVの磁像処理関数では画像中のある領域だけを処

理対象とする良01(Region Of Interest)ゃある急成分〈チャ

ネル}だけを処理対象とする� COI(Channel ofIn憎むst)を

ることができ、遺愛処理プログラムを効率よく記述

することができる oHSV表色系で既急を捉えた場合、どの

人種でも住招沼健)が6'~38。の範閣に入るという� 

[7]に基づき、入力画像から型L急領域を抽出した画像を作成

するコードを次に示す・ 120 

int ProcessFrame(工plImage*i踊gFrame，int nld) 

cvCvtColor(imgFrame，imgHsv，CV_BGR2HSVl; 

cvSe七主臨みgeCO工(imヲH器V エ); ヂ

cvCopy (imgHsv，i担gMask); 


cvThreshold(i思9銭ask，imgM晶skLO (double) 38/2， 
習，� 

255，CV THRESH B工NARY_INV); 

cvThreshold(imgMask，i田gM星通skHigh，(double) 6/2， 

255，CV_THRESH_BINARY); 

cvAnd(imgMaskHigh，imgMaskLow，i掠gM畠sk); 

cvSetZero(i田gSkin); 

cvCopy(imgFrame，imgSkin，imgMask); 

return 0; 

ここで、� imgFrat聡と開じサイズの3チャネル画像加gHsv、� 

imgSkinと1チャネル困f象imgMask、imgMas主High、

加19M島skLowが確保されていることが前提である。知IgHsvは

入力カラー画像加g除制告をHSV飽空間に変換したものであ

る。� cvSe助nageCOIOは画像データに� COIを設定する関数で、� 

他の関数が処理対象とするチャネルを賎定することができ

るO 上のコードでは初19HsvのHt直を格納している第� lチャ

ネルをCOHこ設定している。� cvCopy()は単純には蕗像データ

聞のコどーを行う関数であるが、� COIや� ROIを設定すると

嫌々な用途に使用できる便利な関数である。欝えばコピー元

富像に� COIを設定し、� 3チャネル画像議域から� 1チャネル艶

{象にcvCopyOすれiま元間像の特定チャネルを抜き出せる。ま

た、第351数にROIとしてマスク菌像を与えてcvCopy()すれ

ば、マスク部分のみを取り出した画像を生成できる。上の

コードでは� COIが設定された� imgHsvをコピ…光として� 

cvCopyを呼び出すことで色相情報のみの� 1チャネル癌像

凶� gMωkを作悲している。� 

cv司被草書holdOは関イ直を指定して濃淡画像をと二糧{とする関数

である。第551数に� CVーち紙ESH_BINARYを指定すると、

第� 3引数に与えた属値以上の般を持つ画素が抽出でき、� 

CV _THRESH_B桝� ARY_INVを指定すると関檀以下の酪哀が

抽出できる。この関数を用いてH績がO'~38' の領域を示

す加gM語skLowと6'~ 360。の領域を訴す� imgMas孟Highを

作成し、� cvAndOでそれらの論理積をとってJlIL色語域マスク� 

imgMaskを作成するc 東に、� imgM量誌を今境はROI

して� cvCopyOを呼び出すことで、原爾{象から肌色領域のみ

を抽出したカラ…樹像� imgSkinが得られる。

抽出結果から、例えば既色鎮域マスクをラベリング附して

最大商穣の領域を抽出するなどにより鱗鎮域が得られる*140

更に領域安凸急化し争� 15その外接拒形を得れば、別の頭像

で顔部分だけ修飾するようなプログラムとなる O 自2に-

i患の処理過程の間像例をJFす。� 

• 12紙面の都合上、引数等のエラーチェックは翁略する。

事� 130penCVではうペリング機能が提供されていないが、奈良先端
科学技術大学院大学の井村誠学氏が画像ラベリングルーチン[8[

を公開している。
*同葬者易的な方法であち、精度l立高くない。
奪回凸包化には� cvCo路vexHu1l20が別殺されている。サンヅルコ}

ドが[3]にあるので参照ちれたい。
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7.GUIの制期� 

7.1 ウインドウの生或と議像の表示� 

OpenCVには簡易GllIパッケージHighGUIが用意されて

いるホ 160凝った表示はできないが、ウインドウを作成して

カメラ入力闘像やそれを処理した結巣の闘像をリアルタイ

ム表示する毅肢の目的には十分使えるだけの基本的な機能

を持っている。� HighGllIはウインドウを作成時の[名蔀j

で管理する。ウインドウは� cvN昔墨m1記� 泌おお� w蕊edWi1ldO耳� (“名前 

生長成されるCV一WI烈NDOW一� 第5ばまS幻U1ひA lZE)と呼びび、出せi O

鱒講鹿田�  

1引数に与える が� J名言jであり、第� 2引委主iこ� 

CV_W取� DOW_AUTOS拡忘と与えておけばま提訴樹像サイズ

に合わせてウインドウのサイズが白動調整されるのウイン

ドウに画像を表示するにはcvShowlmage(“名前"，iplImage) 

と呼べばよい。� 

7.2 	 トラックパーの科鰐

議健などパラメータをリアルタイムに変更してその結果

を見たいような場合には、� cvCre且teTrackbarOを使ってウイ

//画像領域は static変数として持つ� 

static IplImal *binary=O;//初期わ必要伊� 

static int七hre銭h 128; 

void on trac泌献はおと七)� { 

cv官lreshold(illY;3Gray，binary，(doublel七hresh，� 

255，CV Tl奴ESHB工NARY); 

cvShowlmage("Image恒lersh"，binarγ) ; 

//ウインドウ作成などの初期住 

in七� InitProcess(void) { 

ンドウにトラックパ…を付ける。トラックパ…で設定され

た備会開値として入力闘像会ニ値化し表示するプログラム

を関� 3に示す。生成するトラックパーの名前とウインドウ

の名前を� cvCre昌信!Trackむar()<7汚i数として与えることでウイ

ンドウとトラックパーが鵠漆づけられる。第551数の� on

-協C総量rlまトラックパ…が操作されると呼び出されるコー

ルパック関数の指定である。

関3のプログラムは図� 1と合わせるとそのまま動作する。

また、関� lから� cvCreateCameraCapture()とcvReleaseCaptureO

を時び出している部分を削除し、cvQueryFrameOの将ぴ出し� 

CV LOAD IMAGE、1]rgv[(註dlmage喜cvLoの代わりに� 

ANYCOIβ彰として々ると、コマンドラインから引数とし

られた画像ファイルを読み込んで表示し、トラック

パ…をど操作して鶴龍を変更した二穏化結果を表示するプロ。!NamedWindow(吋糊，ge"，出仁WIN∞WAUTOS工盟); 

詔);S1以加しAI1IOιWIN，。 グラムとなる OcvNamedWindow(勺附伊Thersh"

return 0; 

//エフレームの画像の処理 

int註� ocess泣沼海�  (IpU紬� ge吋胃gFrarre， int n工d) { 

if (!i昭社amel { 

return -1; 

//二値化画像の領域令用意(初回のみ) 

if (!binary) 

binary cvCreateI細� ge(cvGetSize(i立場Gray)， 

工島，_DEP'部:_8U，ヱ); 

cvShow工官官主，ge("主官官主ge"，i耳窃Fra官韓宝); 

cvCreateTrackbar("thr官:!shold"，"工四，ge悦lersh"， 

晶thresh，255，on_trackbar); 

伐 1 trac1必ar(128); 

return 0; 

//終了処理:標域解放，ウインドウ消去など 

int取� itProcess(Ipl工II時総吋在gFrar醍)� { 

//薗像サンプ/レの保存 

cvSavelma，伊{日mage_蹴� npl柑� inary.j目"，� bi四時); 

//バッファ領域解放 

cvRele縁関工潤，ge(ぬむlary); 

retこな主主主� 0; 

8.鵠わり!こ

アブリケ…ションに手軽に瀕像処理機能を付揺できる画

像処壊ライブラワ� OpenCVを紹介した。既述の通り、� 

OpenCVには� 500もの鶏数が用意されており、本穏に

した内容はそのほんの「さわり� Jである。� OpenCVのパッ

ケージには、輪郭抽出、エッジ抽出、対象追跡、本稿で紹

介したような簡易版ではないCascade型識別器による本格

的念頭検出などのサンプルプログラムが添付されているの

で参考にしていただきたい。� 

YouTubeやニコニコ動画などでも磁像処理ベースのf作
品jが投目を集めており、これまで十分とは言えなかった

非専門家向けの情報提供体制が急速に繁いつつある。より

本格的に利用したい読者は、文献[2]や[91を参照いただき

たい。文献[2]の著者らがボランテイアベースで運営する� 

opencv.jp[3[に多くの実用的なサンプルコードと解説が掲載

されている。ぜひ拳摂いただきたい。

図3 トラックバ…の利用	 ホ16HighGUI会利用する際にはhighgui.hをincludeサふ必要があるO 
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